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■
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
医
療
系
の
専
門
学
校
を
卒
業
後
、医
療

事
務
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
が
、自
分
の

や
り
た
い
こ
と
と
は
違
う
と
思
い
、改
め
て

や
り
た
い
事
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

祖
父
の
代
か
ら
梨
と
普
通
作
物
を
栽
培
し

て
お
り
、子
ど
も
の
頃
か
ら
身
近
に
感
じ

て
い
た
農
業
を
し
て
み
よ
う
と
思
い
立
ち

ま
し
た
。両
親
の
も
と
で
就
農
し
て
10
年

が
た
ち
ま
し
た
。農
業
の
こ
と
を
父
か
ら

教
え
て
も
ら
う
中
で「
梨
部
会
の
講
習
会

に
は
顔
を
出
し
、し
っ
か
り
勉
強
す
る
よ

う
に
」と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。２
年
前
に
父
が
他
界
し
、

現
在
は
母
と
パ
ー
ト
の
方
と
一
緒
に「
幸

水
」「
豊
水
」「
新
高
」な
ど
の
品
種
を
1.3
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。母
と
は
け

ん
か
を
し
な
が
ら
も
、仲
良
く
楽
し
く
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

■
部
会
、研
究
会
の
存
在
は
？

　
梨
部
会
と
部
会
内
の
若
手
生
産
者
に
よ

る
研
究
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。以
前
、父

が
入
院
し
て
い
た
時
、冬
場
の
剪
定
作
業

が
間
に
合
わ
な
い
時
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
時
は
部
会
の
皆
さ
ん
や
Ｊ
Ａ
の
営
農
指

導
員
に
剪
定
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
、

本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。梨
栽
培
に
関
し

て
、基
本
は
父
か
ら
学
び
、ま
た
、部
会
の

先
輩
方
や
Ｊ
Ａ
、
朝
倉
普
及
指
導
セ
ン

タ
ー
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。剪
定
、病
害
虫
防
除

な
ど
で
困
っ
た
時
に
は
電
話
や
研
究
会
の

グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
相
談
す
る
と
す
ぐ

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
る
の
で
、い
つ

も
頼
り
に
し
て
い
ま
す
。部
会
や
研
究
会
の

皆
さ
ん
は
飲
み
会
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は
思

い
き
り
楽
し
み
ま
す
が
、話
題
が
梨
の
こ

と
に
な
る
と
、真
剣
な
表
情
に
変
わ
り
ま

す
。お
い
し
い
梨
を
消
費
者
に
届
け
た
い
と

い
う
熱
い
思
い
を
胸
に
一
致
団
結
し
て
い
ま

す
。

■
農
業
へ
の
思
い
は
？

　
農
業
は
手
間
が
か
か
る
大
変
な
仕
事
だ

と
思
い
ま
す
。で
も
、頑
張
っ
て
手
を
か
け

た
分
、お
い
し
い
梨
が
収
穫
で
き
、消
費
者

の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
時
は
梨
の

栽
培
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
な
と
思
え

ま
す
。こ
う
い
う
喜
び
を
多
く
の
方
に
伝
え
、

就
農
す
る
人
が
増
え
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
新
婚
旅
行
で

行
っ
た
ハ
ワ
イ
に
も
う
一
度
行
き
た
い
と
い

う
夢
が
あ
り
ま
す
。プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
充

実
さ
せ
、仕
事
の
糧
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
年
か
ら
甘
み
が
強
く
て
お
い
し
い
県
育

成
品
種「
玉
水
」を
出
荷
し
て
い
ま
す
。「
玉

水
」を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、根
付

い
て
い
く
こ
と
を
願
い
、し
っ
か
り
と
栽
培

し
て
い
き
た
い
で
す
。そ
し
て
、た
く
さ
ん

の
人
に
お
い
し
い
梨
を
お
届
け
し
た
い
で

す
。

甘木中央支店は県内有数の事業量と組合員数を誇る支店です。
職員の人数も多く、支店は元気で明るい声が飛び交い、活気に
溢れています。
支店の周りには中部営農センターきばる、セルフきばる、やすら
ぎ葬祭センター、Ａコープあまぎがあり、ここに来れば全てが集
まる便利な所です。
今回は、甘木地区の農産物を手にした職員の笑顔を撮影しま
した。

★１４ページの「事業紹介」で甘木中央支店を紹介しています。
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Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
は
６
月
28
日
、ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木
・
大
ホ
ー
ル（
朝
倉
市
）で

「
第
29
回
通
常
総
代
会
」を
開
き
ま
し
た
。当
日
は
各
地
区
か
ら
総
代
に
よ
る
出
席
２

２
４
人
、書
面
議
決
に
よ
る
出
席
２
４
３
人
、委
任
状
に
よ
る
者
１
人
、合
計
４
６
８

人（
全
総
代
５
２
７
人
）が
出
席
し
、定
款
に
定
め
る
開
催
要
件
を
満
た
し
、総
代
会

は
成
立
い
た
し
ま
し
た
。

　
自
己
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
中
、令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
、令
和
５
年
度
の

事
業
計
画
な
ど
５
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
、す
べ
て
の
議
案
が
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

　
令
和
４
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金

処
分
案
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
関

連
事
項
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

　
定
款
及
び
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規

程
の一
部
変
更
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

　
令
和
５
年
度
理
事
報
酬
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

　
令
和
５
年
度
監
事
報
酬
に
つ
い
て

１
営
農
指
導
・
販
売

①
中
央
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し

た
販
売
ア
イ
テ
ム
の
提
案
や
海
外
輸

出
拡
大
、契
約
的
販
売
や
直
販
、ネ
ッ

ト
販
売
を
拡
大
し
ま
し
た
。

②
施
肥
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
、朝
倉
堆
肥

セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
と
福
岡
市
和
白
水

処
理
セ
ン
タ
ー
で
生
産
さ
れ
た
再
生

リ
ン
を
使
用
し
た
肥
料（
ｅʖ

ｇ
ｒ
ｅ
ｅ

ｎ
）の
普
及
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

２
地
域
振
興

①
被
災
地
域
農
業
の
再
生
と
生
産
拡
大

を
目
的
と
し
た「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
事

業
」を
継
続
し
て
取
り
組
み
、新
た
に

ス
モ
モ
に
て「
フ
ル
ー
ツ
フ
ァ
ー
ム
事

業
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

②
就
農
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
に
よ
る
担
い

手
の
育
成
と
担
い
手
経
営
体
へ
の
労

働
力
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

３
生
産
資
材

　
営
農
渉
外
体
制
に
よ
る
未
・
低
利
用

者
へ
の
推
進
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

「
農
家
応
援
セ
ー
ル
」を
年
２
回
開
催

し
ま
し
た
。

１
営
農
指
導
・
販
売

①
土
壌
診
断
に
基
づ
い
た
土
づ
く
り
や

技
術
講
習
会
に
よ
る
適
期
管
理
指
導

な
ど
で
、品
質
や
単
位
収
量
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。

②
中
央
選
果
場・中
央
パッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
活
用
し
た
効
率
的
な
集
荷
販

売
、様
々
な
販
売
アイ
テ
ム
の
提
案
を
行

い、農
業
者
所
得
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

２
地
域
振
興

出
向
く
活
動
と
事
業
間
連
携
の
強
化
、

新
規
就
農
者
を
は
じ
め
多
様
な
担
い
手

経
営
体
の
確
保
・
育
成
な
ど
生
産
基
盤

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
購
買

　
肥
料
価
格
高
騰
に
対
し
、畜
産
堆
肥

や
再
生
リ
ン
な
ど
地
域
資
源
を
原
料

と
し
た
肥
料
の
取
り
扱
い
を
強
化
し
、

農
業
者
の
生
産
コ
ス
ト
低
減
に
取
り

組
み
ま
す
。

総
代

女
性
部
員
の
減
少
が
課
題
で
す
。

引
き
続
き
、女
性
部
活
性
化
へ
の
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
本
日
ご
参
加
の

皆
さ
ま
の
ご
家
族
へ
女
性
部
加
入
を
勧

め
て
欲
し
い
で
す
。

庄
島
専
務
今
後
も
役
職
員
一
体
と
な
っ

て
女
性
部
活
動
に
協
力
し
て
い
き
ま
す

し
、色
々
な
ご
意
見
を
賜
り
改
善
し
て

ま
い
り
ま
す
。

総
代
今
年
、設
け
ら
れ
た
女
性
総
代
専

用
席
は
今
後
も
継
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
現
在
の
室
部
長ŋ

支
店
長
は
、ほ
ぼ

男
性
で
す
。一
般
社
会
で
は
女
性
管
理
職

が
増
え
て
い
ま
す
。当
Ｊ
Ａ
は
今
後
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

庄
島
専
務

ご
指
摘
通
り
、室
部
長ŋ

支

店
長
は
男
性
ば
か
り
で
す
が
、課
長ŋ

次

長
は
５
名
、係
長
は
20
名
程
度
が
女
性

で
す
。今
後
も
資
格
取
得
を
踏
ま
え
た

適
材
適
所
で
の
人
事
異
動
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

窪
山
組
合
長
来
年
も
、こ
の
よ
う
な
会

場
づ
く
り
を
継
続
し
ま
す
。今
後
も
組

合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
拝
聴

し
、自
己
改
革
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

第
29
回
通
常
総
代
会

功
労
表
彰

深
町
琴
一  （
甘
木
地
区
）

　
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
代
表
理
事
組

合
長

　
同
経
済
担
当
常
務
理
事

岩
田
渉  （
東
峰
地
区
）

　
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
理
事

　
同
監
事

久
保
田
勇
次  （
甘
木
地
区
）

Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
年
金
友
の
会
会
長

　
同
甘
木
支
部
長

市
川
喜
生  （
朝
倉
地
区
）

　
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
年
金
友
の
会

副
会
長

　
同
朝
倉
支
部
長

（
敬
称
略
）

▲議長　荻 八州夫さん（朝倉地区）

第
29
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

第
29
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

令
和
４
年
度

表
彰
者

令
和
４
年
度

表
彰
者

特集

通
常
総
代
会
の
資
料
を
ご
覧
に
な

り
た
い
方
は
、各
支
店
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

項目

8月17日（木）出資配当 1.0％ 

振り込み予定日 配当率

出資配当の振り込みについて
第１号議案の剰余金処分案で可決さ
れました通り、令和4年度末の出資に
対する配当金を下記の内容でお振込
みさせていただく予定です。

令
和
４
年
度
事
業
報
告（
抜
粋
）

令
和
４
年
度
事
業
報
告（
抜
粋
）

令
和
５
年
度
事
業
計
画（
抜
粋
）

令
和
５
年
度
事
業
計
画（
抜
粋
）

総
代
か
ら
の
意
見
・
要
望（
抜
粋
）

総
代
か
ら
の
意
見
・
要
望（
抜
粋
）
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Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
は
６
月
28
日
、ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木
・
大
ホ
ー
ル（
朝
倉
市
）で

「
第
29
回
通
常
総
代
会
」を
開
き
ま
し
た
。当
日
は
各
地
区
か
ら
総
代
に
よ
る
出
席
２

２
４
人
、書
面
議
決
に
よ
る
出
席
２
４
３
人
、委
任
状
に
よ
る
者
１
人
、合
計
４
６
８

人（
全
総
代
５
２
７
人
）が
出
席
し
、定
款
に
定
め
る
開
催
要
件
を
満
た
し
、総
代
会

は
成
立
い
た
し
ま
し
た
。

　
自
己
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
中
、令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
、令
和
５
年
度
の

事
業
計
画
な
ど
５
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
、す
べ
て
の
議
案
が
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

　
令
和
４
年
度
事
業
報
告
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剰
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処
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い
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第
２
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５
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連
事
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号
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定
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選
挙
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第
４
号
議
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令
和
５
年
度
理
事
報
酬
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

　
令
和
５
年
度
監
事
報
酬
に
つ
い
て

１
営
農
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販
売

①
中
央
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
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活
用
し

た
販
売
ア
イ
テ
ム
の
提
案
や
海
外
輸

出
拡
大
、契
約
的
販
売
や
直
販
、ネ
ッ

ト
販
売
を
拡
大
し
ま
し
た
。

②
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肥
コ
ス
ト
削
減
に
向
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倉
堆
肥

セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
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福
岡
市
和
白
水

処
理
セ
ン
タ
ー
で
生
産
さ
れ
た
再
生

リ
ン
を
使
用
し
た
肥
料（
ｅʖ

ｇ
ｒ
ｅ
ｅ

ｎ
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普
及
に
取
り
組
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ま
し
た
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域
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興

①
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再
生
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し
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Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
事

業
」を
継
続
し
て
取
り
組
み
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た
に

ス
モ
モ
に
て「
フ
ル
ー
ツ
フ
ァ
ー
ム
事

業
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
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農
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
に
よ
る
担
い

手
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育
成
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担
い
手
経
営
体
へ
の
労

働
力
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

３
生
産
資
材

　
営
農
渉
外
体
制
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よ
る
未
・
低
利
用

者
へ
の
推
進
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

「
農
家
応
援
セ
ー
ル
」を
年
２
回
開
催

し
ま
し
た
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売

①
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収
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荷
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携
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取
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。
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取
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取
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。
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。
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今
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す
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今
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す
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は
今
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に
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ま
す
か
？
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通
り
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部
長ŋ

支
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は
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性
ば
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り
で
す
が
、課
長ŋ

次

長
は
５
名
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長
は
20
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程
度
が
女
性

で
す
。今
後
も
資
格
取
得
を
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ま
え
た

適
材
適
所
で
の
人
事
異
動
が
必
要
と
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て
い
ま
す
。

窪
山
組
合
長
来
年
も
、こ
の
よ
う
な
会

場
づ
く
り
を
継
続
し
ま
す
。今
後
も
組

合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
拝
聴

し
、自
己
改
革
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。
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町
琴
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）
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Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
代
表
理
事
組

合
長

　
同
経
済
担
当
常
務
理
事

岩
田
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東
峰
地
区
）
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Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
理
事

　
同
監
事

久
保
田
勇
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甘
木
地
区
）

Ｊ
Ａ
筑
前
あ
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く
ら
年
金
友
の
会
会
長

　
同
甘
木
支
部
長

市
川
喜
生  （
朝
倉
地
区
）

　
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
年
金
友
の
会

副
会
長

　
同
朝
倉
支
部
長

（
敬
称
略
）

▲議長　荻 八州夫さん（朝倉地区）

第
29
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

第
29
回
通
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総
代
会
提
出
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案

令
和
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度
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彰
者

令
和
４
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度

表
彰
者

特集

通
常
総
代
会
の
資
料
を
ご
覧
に
な

り
た
い
方
は
、各
支
店
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

項目

8月17日（木）出資配当 1.0％ 

振り込み予定日 配当率

出資配当の振り込みについて
第１号議案の剰余金処分案で可決さ
れました通り、令和4年度末の出資に
対する配当金を下記の内容でお振込
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）
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５
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５
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・
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朝倉市・筑前町・東峰村で農業をしている方、これから始めたいと考えている方が対象の相談会です。

※受付時間　平日8：30～17：00
＜お問い合わせ先＞ JA筑前あさくら 営農支援課 ☎0946-23-8059

アグリ相談会アグリ相談会
農業を仕事にしたい！
今やっている農業を拡大したい！ 果樹野菜花

※上記日程が合わない方はお電話ください。別日程で対応致します。

9月7日（木）
三輪支店 2階会議室
筑前町新町338-1

9月6日（水）
朝倉支店 2階会議室
朝倉市宮野2105-1

甘木中央支店 2階会議室
朝倉市屋永4334-1

期日
場所

15:00～18:00（受付は17:30まで）時間

当日はお好きな時間に
直接会場にお越しいただいて
構いませんが、事前に下記まで

をお電話いただけますと
より詳しい回答が出来るよう
準備致します！

①希望日時
②会場
③ご相談内容

じっくりと話しやすい個別相談です！
予約不要！

農産物の出荷先を
探しているのだけど…？

作業が空いている
時期に

新たな作物を作り
たい！

朝倉地域で
新規就農したい！

補助事業について

詳しく教えてほしい
！

少量からでも出荷できる
「朝倉ベジフル」が
あります！

就農から独立まで
私たちが全力で
サポートします！

その他、このような
ご相談ごとはありませんか？

●空いた農地があるけど、適した作物はないかな？
●農地はないけれど農業を仕事にできる？
●第２の人生、農業をしたい！何から準備したらいい？
●規模拡大したいけれど人手不足…何か解決策は？

準備しておくこと、
必要な書類など  
ご説明します！

栽培方法や収益性、
労働時間など詳しく
ご説明します！

野菜課 
営農支援課 果樹課 

農業振興課 
野菜
・果
樹

栽培
の資
料を

用意
して

いま
す

　以前このコーナーで説明したとおり、組合員は、「組織者」
であり、「利用者」であり、「運営者」です。ですからＪＡなどの
協同組合では、組合員みんなが組合の運営に参加し、みん
なで組合の方針を決め、みんなでこれを実践して事業を利
用していきます。
　「運営への参加」とは、自分たちの思いや願いを組合の事業や運営に反映すること、言い換え
れば、自らが主体的にいろいろな知恵を出し合い、協同組合の活動に関わっていくことです。その
ためにＪＡでは、いろいろな場を設けています。地区別懇談会、生産部会・女性部などの組合員組
織、あるいは家庭訪問日などを通して、皆さんの声をお聞かせください。
　なお、参加・参画は、組合員の義務ではなく権利です。

ＪＡでは伝統的に「一戸一組合員」制をとってきて、多くは男性の戸主が組合員になってきまし
た。しかし農家女性は、農業労働に従事したり、実質的な暮らしの管理責任者であったりします。
こうした女性の声もＪＡ運営へ反映させるために、現在では「一戸一組合員」にこだわらず、女性
の正組合員加入を推進しています。

組合員の役割

協同組合概論～一緒に学びましょう！～

今月の
ワンポイント

POINT

Vol.5

▲地区別懇談会

ひよこの会

朝倉市の旧・志波小学校での絵本の読み聞かせ
活動を機に平成22年に結成、児童に絵本の楽しさ
を伝えています。デイサービスでの紙芝居や、「女性
部のつどい」で「家の光」の創作童話「キンカンジャ
ムの季節です」の朗読もしました。現在は、定期的に
5人で杷木支店に集まり、「家の光」朗読や年に一
度のみそ造りなど楽しく活動しています。

「家の光」朗読、絵本の読み聞かせなど
杷木地区女性部

ひよこの会ひよこの会ひよこの会ひよこの会ひよこの会ひよこの会ひよこの会
「家の光」朗読、絵本の読み聞かせなど「家の光」朗読、絵本の読み聞かせなど「家の光」朗読、絵本の読み聞かせなど女性部

活動紹介

日野 裕子さん日野 裕子さん
中垣 香代子さん中垣 香代子さん

小江 仁子さん小江 仁子さん 田中 千登枝さん田中 千登枝さん 稲積 美知子さん稲積 美知子さん

この日は「家の光」7月号
の「親と子の童話」を朗
読。朗読後は、文中に登
場する芋の話で盛り上が
りました。

お気に入りの
絵本などを手にパチリ！
お気に入りの
絵本などを手にパチリ！

現在、メンバー3人が個
人活動として杷木小学
校・中学校で読み聞か
せをしています。

女性部に関するお問い合わせは組織ふれあい課まで　☎0946-22-1917
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朝倉市・筑前町・東峰村で農業をしている方、これから始めたいと考えている方が対象の相談会です。

※受付時間　平日8：30～17：00
＜お問い合わせ先＞ JA筑前あさくら 営農支援課 ☎0946-23-8059

朝倉市・筑前町・東峰村で農業をしている方、これから始めたいと考えている方が対象の相談会です。

アグリ相談会アグリ相談会
農業を仕事にしたい！
今やっている農業を拡大したい！ 果樹野菜花

※上記日程が合わない方はお電話ください。別日程で対応致します。

9月7日（木）
三輪支店 2階会議室
筑前町新町338-1

9月6日（水）
朝倉支店 2階会議室
朝倉市宮野2105-1

甘木中央支店 2階会議室
朝倉市屋永4334-1

期日
場所

15:00～18:00（受付は17:30まで）時間

当日はお好きな時間に
直接会場にお越しいただいて
構いませんが、事前に下記まで

をお電話いただけますと
より詳しい回答が出来るよう
準備致します！

①希望日時
②会場
③ご相談内容

じっくりと話しやすい個別相談です！
予約不要！

農産物の出荷先を
探しているのだけど…？

作業が空いている
時期に

新たな作物を作り
たい！

朝倉地域で
新規就農したい！

補助事業について

詳しく教えてほしい
！

少量からでも出荷できる
「朝倉ベジフル」が
あります！

就農から独立まで
私たちが全力で
サポートします！

その他、このような
ご相談ごとはありませんか？

●空いた農地があるけど、適した作物はないかな？
●農地はないけれど農業を仕事にできる？
●第２の人生、農業をしたい！何から準備したらいい？
●規模拡大したいけれど人手不足…何か解決策は？

準備しておくこと、
必要な書類など  
ご説明します！

栽培方法や収益性、
労働時間など詳しく
ご説明します！

野菜課 
営農支援課 果樹課 

農業振興課 
野菜
・果
樹

栽培
の資
料を

用意
して

いま
す

　以前このコーナーで説明したとおり、組合員は、「組織者」
であり、「利用者」であり、「運営者」です。ですからＪＡなどの
協同組合では、組合員みんなが組合の運営に参加し、みん
なで組合の方針を決め、みんなでこれを実践して事業を利
用していきます。
　「運営への参加」とは、自分たちの思いや願いを組合の事業や運営に反映すること、言い換え
れば、自らが主体的にいろいろな知恵を出し合い、協同組合の活動に関わっていくことです。その
ためにＪＡでは、いろいろな場を設けています。地区別懇談会、生産部会・女性部などの組合員組
織、あるいは家庭訪問日などを通して、皆さんの声をお聞かせください。
　なお、参加・参画は、組合員の義務ではなく権利です。

ＪＡでは伝統的に「一戸一組合員」制をとってきて、多くは男性の戸主が組合員になってきまし
た。しかし農家女性は、農業労働に従事したり、実質的な暮らしの管理責任者であったりします。
こうした女性の声もＪＡ運営へ反映させるために、現在では「一戸一組合員」にこだわらず、女性
の正組合員加入を推進しています。

組合員の役割

協同組合概論～一緒に学びましょう！～

今月の
ワンポイント

POINT

Vol.5

▲地区別懇談会

ひよこの会

朝倉市の旧・志波小学校での絵本の読み聞かせ
活動を機に平成22年に結成、児童に絵本の楽しさ
を伝えています。デイサービスでの紙芝居や、「女性
部のつどい」で「家の光」の創作童話「キンカンジャ
ムの季節です」の朗読もしました。現在は、定期的に
5人で杷木支店に集まり、「家の光」朗読や年に一
度のみそ造りなど楽しく活動しています。

「家の光」朗読、絵本の読み聞かせなど
杷木地区女性部女性部

活動紹介

日野 裕子さん日野 裕子さん
中垣 香代子さん中垣 香代子さん

小江 仁子さん小江 仁子さん 田中 千登枝さん田中 千登枝さん 稲積 美知子さん稲積 美知子さん

この日は「家の光」7月号
の「親と子の童話」を朗
読。朗読後は、文中に登
場する芋の話で盛り上が
りました。

お気に入りの
絵本などを手にパチリ！
お気に入りの
絵本などを手にパチリ！

現在、メンバー3人が個
人活動として杷木小学
校・中学校で読み聞か
せをしています。

女性部に関するお問い合わせは組織ふれあい課まで　☎0946-22-1917
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します!

肥
料
価
格
高
騰
対
策
、春
肥
分
申
請
受
付

　
部
門
間
連
携
で
Ｊ
Ａ
職
員
延
べ
１
９
０
人
が
対
応

受
け
継
い
だ
伝
統
を
守
り
続
け
た
い
　

　
馬
田
地
区
で「
馬
田
瓜
」の
漬
け
込
み
作
業
順
調

農
政
連
三
輪
地
区
支
部
が
県
に
要
請
活
動

　
共
同
乾
燥
調
製
施
設
の
燃
料
代
支
援
な
ど
を
求
め
る

申請受付を行うJA職員ら 中馬俊介農林水産部次長へ要請書を手渡す
〆野支部長（右から２番目）

　
Ｊ
Ａ
は
肥
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
農
業
経
営
へ

の
影
響
緩
和
へ
向
け
た
国
・
県
の「
肥
料
価
格
高
騰

対
策
事
業
」の
春
肥
分
申
請
受
付
会
を
７
月
３
日

か
ら
８
日
間
に
わ
た
り
、管
内
６
地
区
で
行
い
ま
し

た
。受
付
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
、化
学
肥
料

低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
作
物
ご
と
に
メ

ニ
ュ
ー
化
し
て
生
産
者
に
準
備
。申
請
漏
れ
が
な
い

よ
う
、営
農
部
と
農
産
資
材
部
な
ど
部
署
連
携
で

事
前
に
対
象
者
ご
と
の
購
買
実
績
を
算
出
し
ま
し

た
。受
け
付
け
期
間
中
は
各
部
署
連
携
で
職
員
延

べ
約
１
９
０
人
が
対
応
し
、申
請
者
の
負
担
軽
減
へ

向
け
万
全
の
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　
今
後
、皆
さ
ま
か
ら
受
け
付
け
た
化
学
肥
料
低

減
計
画
書
を
取
り
ま
と
め
、国
や
県
に
対
し
申
請

し
て
い
き
ま
す
。

NEWS

◆7月は日本農業新聞に、合計21本のJA筑前あさくらに関する記事が掲載されました。

　
線
状
降
水
帯
の
続
発
で
７
月
７
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
断
続
的
に
降
り

続
い
た
雨
に
よ
り
、管
内
各
地
の
園
地
や
農
業
施
設
、J
A
の
施
設
な
ど
で

浸
水
や
冠
水
、土
砂
流
入
な
ど
の
被
害
が
発
生
。J
A
は
窪
山
金
吾
組
合
長

を
本
部
長
と
す
る
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、連
日
、各
部
署
連
携
に
よ
る

被
害
状
況
の
情
報
収
集
や
関
係
各
機
関
な
ど
と
の
協
議
、対
応
に
尽
力
し
て

い
ま
す
。

　
４
日
間
に
お
け
る
期
間
降
水
量
は
朝
倉
で
４
６
５
・
０
㎜
（
福
岡
管
区
気

象
台
発
表
）に
の
ぼ
り
、「
博
多
万
能
ね
ぎ
」の
ハ
ウ
ス
は
約
8
割
が
冠
水
、出

荷
期
を
迎
え
て
い
る
ブ
ド
ウ
や
ス
モ
モ
の
園
地
、普
通
作
で
も
冠
水
、浸
水

被
害
が
多
発
。山
間
部
で
は
土
砂
流
入
で
柿
な
ど
の
果
樹
園
が
崩
壊
す
る

な
ど
、大
き
な
被
害
が
発
生
。さ
ら
に
長
引
く
大
雨
に
よ
る
影
響
で
大
豆
の

播
種
に
も
遅
れ
が
出
ま
し
た
。J
A
で
は
今
後
も
過
去
の
災
害
復
興
対
策
で

培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、復
旧
、復
興
作
業
、共

済
対
応
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

線
状
降
水
帯
続
発
に
よ
る
豪
雨
で
管
内
各
地
に
被
害

　
Ｊ
Ａ
が
対
策
本
部
を
設
置
、復
旧
へ
の
対
応
へ
尽
力

　
朝
倉
市
馬
田
地
区
で
６
月
中
旬
か
ら
始
ま
っ
た「
馬
田
瓜
」の
粕
漬
け
の
漬
け
込
み
作
業
が

終
盤
を
迎
え
て
い
ま
す
。「
馬
田
瓜
の
粕
漬
け
」と
し
て
、９
月
頃
か
ら
九
州
各
地
の
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
連
合
な
ど
を
通
じ
て
販
売
し
ま
す
。

　「
馬
田
瓜
」は
突
然
変
異
で
生
ま
れ
た
と
さ
れ
、漬
け
物
に
す
る
と
肉
厚
で
カ
リ
カ
リ
と
し

た
食
感
が
特
徴
。代
々
の
生
産
者
が
栽
培
し
て
き
た
伝
統
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
大
き
く
形

の
よ
い
瓜
か
ら
種
を
採
取
し
、馬
田

う
り
部
会
の
生
産
者
が
丹
精
込
め

て
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
同
部
会
の
髙
着
土
良
部
会
長
は

「
馬
田
瓜
で
な
い
と
だ
め
と
い
う

フ
ァ
ン
も
多
い
。地
域
の
名
前
が
つ

い
た
唯
一
の
特
産
品
。受
け
継
い
だ

伝
統
を
守
り
続
け
た
い
」と
意
気
込

み
ま
す
。

塩漬けした緑鮮やかな「馬田瓜」
を天日干しする作業員

　
筑
前
あ
さ
く
ら
農
政
連
三
輪
地
区
支
部
は
７

月
13
日
、燃
料
価
格
高
騰
に
よ
る
共
同
乾
燥
調

製
施
設
へ
の
支
援
を
福
岡
県
の
服
部
誠
太
郎
知

事
へ
要
請
し
ま
し
た
。要
請
は
〆
野
安
男
支
部

長
ら
10
人
が
参
加
。原
油
価
格
高
騰
対
策
と
し

て
、福
岡
県
に
お
い
て
も
Ｃ
Ｅ
に
対
す
る
補
助

金
を
設
立
し
、利
用
料
金
の
抑
制
に
つ
な
が
る

支
援
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　
〆
野
支
部
長
は「
国
際
情
勢
に
よ
る
原
油
価

格
高
騰
な
ど
に
よ
り
、生
産
者
の
負
担
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
。Ｃ
Ｅ
利
用
料
金
が
上
が
る
と
一

層
、農
業
経
営
に
大
き
な
影
響
が
出
る
。農
家
の

生
産
意
欲
向
上
と
農
家
所
得
の
安
定
向
上
に
向

け
支
援
い
た
だ
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

農産物

ブ
ド
ウ
が
出
荷
最
盛
期
、今
年
度
も
高
品
質

　
新
ア
イ
テ
ム
の
商
品
化
や
輸
出
拡
大
へ

　
ぶ
ど
う
部
会
で
、ブ
ド
ウ
の
出
荷
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。今
年
度
は「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
」の
冷
蔵
試
験
や
新
ア
イ
テ
ム
の
商
品
化
、輸
出
拡
大
な
ど
に
も
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　
同
部
会
で
は
、栽
培
講
習
会
の
実
施
に
よ
る
技
術
向
上
、土
壌
診
断
に
基
づ
く
土
づ
く
り
な

ど
で
高
品
質
安
定
生
産
体
制
を
構
築
。全
作
型
・
全
品
種
を
対
象
と
し
た
収
穫
前
品
質
調
査

や
次
回
出
荷
予
定
数
量
調
査

を
通
じ
て
産
地
情
報
の
精
度

向
上
を
図
り
、有
利
販
売
や

予
約
相
対
取
引
数
量
の
拡
大

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
同
部
会
で
は
９
月
ま
で
に

数
量
約
１
８
４
ト
ン
の
販
売

を
見
込
み
ま
す
。

高品質に仕上がっているブドウ

農産物

豪雨災害

Ｊ
Ａ
と
筑
前
あ
さ
く
ら
農
政
連

　
参
議
院
議
員
と
自
民
党
県
議
団
へ
緊
急
支
援
要
請

復
旧
へ
向
け
部
会
内
協
力

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、と
よ
み
つ
ひ
め
部
会
な
ど

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
は
７
月
15
日
、部
会
員
ら
12
人
が
集
結
し
、断
続
的
に
降
り
続
い
た

雨
に
よ
り
、土
砂
が
流
れ
込
ん
だ
生
産
者
の
ハ
ウ
ス
の
土
砂
撤
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。同

部
会
で
は
７
件
の
ハ
ウ
ス
が
畝
の
上
ま
で
浸
水
。特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
杷
木
地
区
で
は
ハ

ウ
ス
内
へ
の
土
砂
の
流
入
や
１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
浸
水
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、作
業
に
駆
け
付
け

た
髙
良
弘
行
部
会
長
は「
災
害
に
負
け

ず
お
互
い
に
助
け
合
い
、頑
張
っ
て
い

く
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、と
よ
み
つ
ひ
め
部
会
で
は
７

月
18
日
に
部
会
内
協
力
で
復
旧
作
業

を
完
了
。柿
部
会
で
も
７
月
31
日
か
ら

復
旧
作
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、ぶ
ど
う
部
会
に
お
い
て
も
部

会
内
で
の
復
旧
支
援
を
行
う
予
定
で

す
。

両参議院議員へ要請書を手渡す窪山金吾組合長
（右から４人目）と草場重正委員長（右から６人目）

　
Ｊ
Ａ
と
筑
前
あ
さ
く
ら
農
政
連
は
７
月
14

日
、豪
雨
被
災
地
の
視
察
に
訪
れ
た
参
議
院
の

藤
木
眞
也
議
員
と
大
家
敏
志
議
員
へ
、被
災
農

家
の
早
期
農
業
再
開
に
向
け
た
支
援
な
ど
を
要

請
し
ま
し
た
。福
岡
県
自
民
党
第
５
選
挙
区
の

栗
原
渉
支
部
長
、林
泰
輔
県
議
、朝
倉
市
の
林

裕
二
市
長
、筑
前
町
の
田
頭
喜
久
己
町
長
、東

峰
村
の
眞
田
秀
樹
村
長
も
同
席
。被
害
を
受
け

た
赤
谷
川
や
久
喜
宮
で
土
砂
が
流
入
し
た
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
ハ
ウ
ス
、古
毛
の
ね
ぎ
ハ
ウ
ス
な
ど
を

視
察
し
ま
し
た
。

　
同
月
17
日
に
は
、東
峰
村
と
赤
谷
川
を
視
察

に
訪
れ
た
林
泰
輔
県
議
を
含
め
た
自
民
党
福
岡

県
議
団
に
対
し
、激
甚
災
害
へ
の
早
期
指
定
や

被
災
農
家
へ
の
支
援
な
ど
を
農
政
連
と
連
名
に

て
緊
急
要
請
し
ま
し
た
。

豪雨災害豪雨災害

農政連

土砂が流れ込んだハウスで
作業をするアスパラガス部会関係者

朝倉市杷木久喜宮の
アスパラガスハウス

JA杷木支店

朝倉市杷木志波地区の柿園 朝倉市大庭地区の
「博多万能ねぎ」のハウス
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線
状
降
水
帯
の
続
発
で
７
月
７
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
断
続
的
に
降
り

続
い
た
雨
に
よ
り
、管
内
各
地
の
園
地
や
農
業
施
設
、J
A
の
施
設
な
ど
で

浸
水
や
冠
水
、土
砂
流
入
な
ど
の
被
害
が
発
生
。J
A
は
窪
山
金
吾
組
合
長

を
本
部
長
と
す
る
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、連
日
、各
部
署
連
携
に
よ
る

被
害
状
況
の
情
報
収
集
や
関
係
各
機
関
な
ど
と
の
協
議
、対
応
に
尽
力
し
て

い
ま
す
。

　
４
日
間
に
お
け
る
期
間
降
水
量
は
朝
倉
で
４
６
５
・
０
㎜
（
福
岡
管
区
気

象
台
発
表
）に
の
ぼ
り
、「
博
多
万
能
ね
ぎ
」の
ハ
ウ
ス
は
約
8
割
が
冠
水
、出

荷
期
を
迎
え
て
い
る
ブ
ド
ウ
や
ス
モ
モ
の
園
地
、普
通
作
で
も
冠
水
、浸
水

被
害
が
多
発
。山
間
部
で
は
土
砂
流
入
で
柿
な
ど
の
果
樹
園
が
崩
壊
す
る

な
ど
、大
き
な
被
害
が
発
生
。さ
ら
に
長
引
く
大
雨
に
よ
る
影
響
で
大
豆
の

播
種
に
も
遅
れ
が
出
ま
し
た
。J
A
で
は
今
後
も
過
去
の
災
害
復
興
対
策
で

培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、復
旧
、復
興
作
業
、共

済
対
応
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

線
状
降
水
帯
続
発
に
よ
る
豪
雨
で
管
内
各
地
に
被
害

　
Ｊ
Ａ
が
対
策
本
部
を
設
置
、復
旧
へ
の
対
応
へ
尽
力

　
朝
倉
市
馬
田
地
区
で
６
月
中
旬
か
ら
始
ま
っ
た「
馬
田
瓜
」の
粕
漬
け
の
漬
け
込
み
作
業
が

終
盤
を
迎
え
て
い
ま
す
。「
馬
田
瓜
の
粕
漬
け
」と
し
て
、９
月
頃
か
ら
九
州
各
地
の
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
連
合
な
ど
を
通
じ
て
販
売
し
ま
す
。

　「
馬
田
瓜
」は
突
然
変
異
で
生
ま
れ
た
と
さ
れ
、漬
け
物
に
す
る
と
肉
厚
で
カ
リ
カ
リ
と
し

た
食
感
が
特
徴
。代
々
の
生
産
者
が
栽
培
し
て
き
た
伝
統
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
大
き
く
形

の
よ
い
瓜
か
ら
種
を
採
取
し
、馬
田

う
り
部
会
の
生
産
者
が
丹
精
込
め

て
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
同
部
会
の
髙
着
土
良
部
会
長
は

「
馬
田
瓜
で
な
い
と
だ
め
と
い
う

フ
ァ
ン
も
多
い
。地
域
の
名
前
が
つ

い
た
唯
一
の
特
産
品
。受
け
継
い
だ

伝
統
を
守
り
続
け
た
い
」と
意
気
込

み
ま
す
。

塩漬けした緑鮮やかな「馬田瓜」
を天日干しする作業員

　
筑
前
あ
さ
く
ら
農
政
連
三
輪
地
区
支
部
は
７

月
13
日
、燃
料
価
格
高
騰
に
よ
る
共
同
乾
燥
調

製
施
設
へ
の
支
援
を
福
岡
県
の
服
部
誠
太
郎
知

事
へ
要
請
し
ま
し
た
。要
請
は
〆
野
安
男
支
部

長
ら
10
人
が
参
加
。原
油
価
格
高
騰
対
策
と
し

て
、福
岡
県
に
お
い
て
も
Ｃ
Ｅ
に
対
す
る
補
助

金
を
設
立
し
、利
用
料
金
の
抑
制
に
つ
な
が
る

支
援
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　
〆
野
支
部
長
は「
国
際
情
勢
に
よ
る
原
油
価

格
高
騰
な
ど
に
よ
り
、生
産
者
の
負
担
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
。Ｃ
Ｅ
利
用
料
金
が
上
が
る
と
一

層
、農
業
経
営
に
大
き
な
影
響
が
出
る
。農
家
の

生
産
意
欲
向
上
と
農
家
所
得
の
安
定
向
上
に
向

け
支
援
い
た
だ
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

農産物

ブ
ド
ウ
が
出
荷
最
盛
期
、今
年
度
も
高
品
質

　
新
ア
イ
テ
ム
の
商
品
化
や
輸
出
拡
大
へ

　
ぶ
ど
う
部
会
で
、ブ
ド
ウ
の
出
荷
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。今
年
度
は「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
」の
冷
蔵
試
験
や
新
ア
イ
テ
ム
の
商
品
化
、輸
出
拡
大
な
ど
に
も
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　
同
部
会
で
は
、栽
培
講
習
会
の
実
施
に
よ
る
技
術
向
上
、土
壌
診
断
に
基
づ
く
土
づ
く
り
な

ど
で
高
品
質
安
定
生
産
体
制
を
構
築
。全
作
型
・
全
品
種
を
対
象
と
し
た
収
穫
前
品
質
調
査

や
次
回
出
荷
予
定
数
量
調
査

を
通
じ
て
産
地
情
報
の
精
度

向
上
を
図
り
、有
利
販
売
や

予
約
相
対
取
引
数
量
の
拡
大

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
同
部
会
で
は
９
月
ま
で
に

数
量
約
１
８
４
ト
ン
の
販
売

を
見
込
み
ま
す
。

高品質に仕上がっているブドウ

農産物

豪雨災害

Ｊ
Ａ
と
筑
前
あ
さ
く
ら
農
政
連

　
参
議
院
議
員
と
自
民
党
県
議
団
へ
緊
急
支
援
要
請

復
旧
へ
向
け
部
会
内
協
力

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、と
よ
み
つ
ひ
め
部
会
な
ど

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
は
７
月
15
日
、部
会
員
ら
12
人
が
集
結
し
、断
続
的
に
降
り
続
い
た

雨
に
よ
り
、土
砂
が
流
れ
込
ん
だ
生
産
者
の
ハ
ウ
ス
の
土
砂
撤
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。同

部
会
で
は
７
件
の
ハ
ウ
ス
が
畝
の
上
ま
で
浸
水
。特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
杷
木
地
区
で
は
ハ

ウ
ス
内
へ
の
土
砂
の
流
入
や
１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
浸
水
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、作
業
に
駆
け
付
け

た
髙
良
弘
行
部
会
長
は「
災
害
に
負
け

ず
お
互
い
に
助
け
合
い
、頑
張
っ
て
い

く
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、と
よ
み
つ
ひ
め
部
会
で
は
７

月
18
日
に
部
会
内
協
力
で
復
旧
作
業

を
完
了
。柿
部
会
で
も
７
月
31
日
か
ら

復
旧
作
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、ぶ
ど
う
部
会
に
お
い
て
も
部

会
内
で
の
復
旧
支
援
を
行
う
予
定
で

す
。

両参議院議員へ要請書を手渡す窪山金吾組合長
（右から４人目）と草場重正委員長（右から６人目）

　
Ｊ
Ａ
と
筑
前
あ
さ
く
ら
農
政
連
は
７
月
14

日
、豪
雨
被
災
地
の
視
察
に
訪
れ
た
参
議
院
の

藤
木
眞
也
議
員
と
大
家
敏
志
議
員
へ
、被
災
農

家
の
早
期
農
業
再
開
に
向
け
た
支
援
な
ど
を
要

請
し
ま
し
た
。福
岡
県
自
民
党
第
５
選
挙
区
の

栗
原
渉
支
部
長
、林
泰
輔
県
議
、朝
倉
市
の
林

裕
二
市
長
、筑
前
町
の
田
頭
喜
久
己
町
長
、東

峰
村
の
眞
田
秀
樹
村
長
も
同
席
。被
害
を
受
け

た
赤
谷
川
や
久
喜
宮
で
土
砂
が
流
入
し
た
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
ハ
ウ
ス
、古
毛
の
ね
ぎ
ハ
ウ
ス
な
ど
を

視
察
し
ま
し
た
。

　
同
月
17
日
に
は
、東
峰
村
と
赤
谷
川
を
視
察

に
訪
れ
た
林
泰
輔
県
議
を
含
め
た
自
民
党
福
岡

県
議
団
に
対
し
、激
甚
災
害
へ
の
早
期
指
定
や

被
災
農
家
へ
の
支
援
な
ど
を
農
政
連
と
連
名
に

て
緊
急
要
請
し
ま
し
た
。

豪雨災害豪雨災害

農政連

土砂が流れ込んだハウスで
作業をするアスパラガス部会関係者

朝倉市杷木久喜宮の
アスパラガスハウス

JA杷木支店

朝倉市杷木志波地区の柿園 朝倉市大庭地区の
「博多万能ねぎ」のハウス
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商品のお問い合わせは、最寄りの営農センター・支店経済まで

今
月
の

オ
ス
ス
メ
商
品

各営農センターで

農家応援セール開催します！！
8/19(土)・20(日)開催日 8：30～16：00時間

イー・グリーン
e･green12・14・10 (20㎏)
通常価格2,770円（税込）
セール価格

2,600円（税込）
ｅ・野菜ペレット030 (20㎏)
通常価格2,365円（税込）
セール価格

2,180円（税込）

手延そうめん

店頭価格
250ｇ×16袋入り

3,840円（税込）

みかん畑から
ジュースになりました。

店頭価格
200ml×24本入り

2,446円（税込）

当日は組合員以外でも
セール価格で

購入いただけます！

重松 汰一

東部営農センター
営農渉外担当

後藤 翔

東部営農センター
営農渉外担当

暑い夏にいかがですか？
営農センター、支店経済では麺類、
ジュースも購入いただけます！

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

家
庭
菜
園

キ
ャ
ベ
ツ

病
害
虫
の
予
防
を
万
全
に 園

芸
研
究
家

成
松
次
郎

月
中
旬
に
種
ま
き
し
１
２
０
〜
１
５
０
日

で
収
穫
で
き
ま
す
。

苗
作
り
　
少
量
の
苗
を
作
る
に
は
7.5
〜

９
㎝
の
ポ
リ
ポ
ッ
ト
を
使
う
の
が
便
利
で

す
。１
ポ
ッ
ト
当
た
り
３
〜
４
粒
ま
き
、本

葉
２
〜
３
枚
で
１
株
に
な
る
よ
う
間
引

き
ま
す
。苗
作
り
の
期
間
は
30
日
程
度

で
、寒
冷
し
ゃ
な
ど
で
害
虫
の
飛
来
を
遮

断
し
ま
す（
図
１
）。

畑
の
準
備
　
畑
１
平
方
ｍ
当
た
り
苦
土

石
灰
１
０
０
ｇ
程
度
を
ま
き
、よ
く
耕
し

ま
す
。畝
幅
70
〜
80
㎝
、深
さ
20
㎝
の
溝

を
掘
り
、こ
の
溝
１
ｍ
当
た
り
堆
肥
１
㎏

と
化
成
肥
料（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
で
10
％
）

１
０
０
ｇ
を
施
し
、土
と
よ
く
混
ぜ
て
畝

を
立
て
ま
す（
図
２
）。

植
え
付
け
　
本
葉
５
〜
６
枚
の
頃
、株
間

40
㎝
程
度
に
植
え
付
け
ま
す
。こ
の
と

き
、植
え
穴
を
掘
り
、穴
に
十
分
水
や
り

し
て
、活
着
を
ス
ム
ー
ズ
に
さ
せ
ま
す

（
図
３
）。

追
肥
　
本
葉
10
枚
の
頃
、株
の
周
り
に
化

成
肥
料
を
１
株
当
た
り
10
ｇ
く
ら
い
ま

い
て
、株
元
に
土
寄
せ
し
ま
す
。２
回
目
は

そ
の
20
日
後
に
同
量
を
畝
の
両
側
に
ま

き
、土
寄
せ
を
し
ま
す
。

病
害
虫
の
防
除
　
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、コ
ナ

ガ
、ア
ブ
ラ
ム
シ
が
多
い
の
で
、オ
ル
ト
ラ

ン
水
和
剤
な
ど
で
駆
除
し
ま
す
が
、生
育

初
期
は
ネ
ッ
ト
栽
培
で
予
防
し
ま
し
ょ

う
。葉
先
に
く
さ
び
状
の
病
班
を
示
す
黒

腐
病
に
は
Ｚ
ボ
ル
ド
ー
な
ど
で
予
防
し

ま
す
。

収
穫
　
球
が
肥
大
し
、や
や
堅
く
締
ま
っ

て
く
れ
ば
収
穫
期
で
す
。

　
キ
ャ
ベ
ツ
は
冷
涼
な
気
候
を
好
み
、生

育
適
温
は
20
度
前
後
で
す
が
、初
期
は

高
温
や
低
温
に
強
い
野
菜
で
す
。一
般
地

で
は
夏
ま
き
秋
冬
取
り
が
最
も
作
り
や

す
い
時
期
で
す
。

品
種

サ
ラ
ダ
、煮
物
な
ど
に
万
能
の
品

種
が
主
流
で
、病
気
に
強
い
品
種
を
選
び

ま
し
ょ
う
。秋
取
り
に
適
し
た
早
生
品
種

の「
初
秋
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
新
藍
」（
サ

カ
タ
の
タ
ネ
）は
葉
が
柔
ら
か
い
良
食
味

品
種
で
す
。冬
取
り
に
は
中
晩
生
種
で
甘

味
の
あ
る「
彩
音
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
冬

藍
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）も
お
薦
め
で
す
。

栽
培
期
間
　
一
般
地
で
は
、早
生
種
は
７

月
上
旬
〜
下
旬
に
種
ま
き
し
種
ま
き
後

90
日
程
度
、中
晩
生
種
は
７
月
下
旬
〜
８

管
内
で
は
８
月
上
旬
か
ら
９
月
上

旬
に
種
ま
き
を
し
ま
し
ょ
う
！

化
成
肥
料
の
部
分
はJA

イ
チ
押

し
！
の「
ｅ
・ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
12
・
14
・

10
」を
施
肥
す
る
場
合
、

化
成
肥
料
１
０
０
ｇ
に
は「
ｅ
・ｇ
ｒ

ｅ
ｅ
ｎ
12
・
14
・
10
」●
●
ｇ
。

化
成
肥
料
50
ｇ
に
は「
ｅ
・ｇ
ｒ
ｅ
ｅ

ｎ
12
・
14
・
10
」●
●
ｇ
を
施
肥
し
て

く
だ
さ
い
。

三輪支店経済
営農渉外担当
山下 智弘

化
成
肥
料
の
部
分
は
オ
ス
ス
メ
の「
ｅ
・ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
12
・
14
・

10
」を
施
肥
す
る
場
合
、化
成

肥
料
１
０
０
ｇ
に
は
●
●
ｇ
。

化
成
肥
料
50
ｇ
に
は
●
●
ｇ

を
施
肥
し
て
く
だ
さ
い
。

畑の準備

営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
稲
・
大
豆
の
中
間
管
理

農
作
業
安
全
に
向
け
た
対
策

　
出
穂
前
後
の
約
10
日
間
は
、最
も

水
が
必
要
な
時
期
で
す
。そ
の
後
、

湛
水
状
態
が
続
く
と
根
傷
み
の
原

因
と
な
り
ま
す
。落
水
ま
で
に
根
を

傷
つ
け
な
い
よ
う
に
、穂
揃
い
期
以

降
は
間
断
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。次
に
、落
水
は
出
穂
か
ら
30
〜

35
日
後
が
基
本
で
す
。早
期
落
水
は

登
熟
不
良
、い
も
ち
病
の
助
長
と
な

り
ま
す
の
で
、落
水
は
７
〜
10
日
前

を
目
安
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
台
風
対
策
で
す
が
、風
に

よ
る「
し
お
れ
」を
防
ぐ
た
め
、風
が

吹
く
前
か
ら
通
過
後
２
〜
３
日
間

は
深
水
に
し
、そ
の
後
、水
の
入
れ

替
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

水
稲
カ
メ
ム
シ
、ウ
ン
カ
対
策

　
斑
点
米
の
原
因
と
な
る
カ
メ
ム

シ
は
、普
段
は
休
耕
田
や
雑
草
の
多

い
場
所
に
い
ま
す
。圃
場
内
で
の
発

生
を
抑
え
る
た
め
に
、圃
場
周
囲
の

草
刈
を
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

出
穂
始
期
か
ら
約
１
カ
月
の
乳
熟

期
に
最
も
被
害
が
大
き
く
な
り
ま

す
。十
分
に
圃
場
を
確
認
し
、カ
メ

ム
シ
や
ウ
ン
カ
を
見
か
け
た
場
合

は
水
稲
暦
を
参
考
に
し
、速
や
か
に

防
除
し
て
く
だ
さ
い
。カ
メ
ム
シ
多

発
圃
場
で
は
２
回
目
の
防
除
も
必

要
で
す（
１
回
目
の
散
布
後
７
〜
10

日
後
）。

　
８
月
下
旬
頃
に
、大
豆
が
開
花
期

を
迎
え
ま
す
。水
利
調
整
が
で
き
る

地
域
で
、乾
燥
害
が
予
想
さ
れ
る
よ

う
な
圃
場
で
は
次
の
よ
う
に
畝
間

潅
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
実
施
方
法
は
、圃
場
に
溝
を
切
っ

た
状
態
に
し
、さ
ら
に
暗
渠
排
水
の

栓
を
閉
め
て
短
時
間
で
圃
場
全
体

に
水
が
行
き
渡
っ
た
ら
す
ぐ
に
水

を
止
め
、
素
早
く
落
水
を
行
い
ま

す
。長
時
間
の
湛
水
は
根
腐
れ
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

　
次
に
大
豆
の
防
除
で
す
が
、１
回

目
の
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
防
除
は
発
生

消
長
に
合
わ
せ
て
適
期
に
行
い
ま

し
ょ
う
。さ
ら
に
９
月
中
下
旬
頃
に
、

カ
メ
ム
シ
・
紫
斑
病
の
防
除
を
必
ず

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
薬
剤
に
つ
い
て
は
、大
豆
暦
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

農畜産課
係長 林 明生

　
農
作
業
に
伴
う
死
亡
事
故
は
近

年
減
少
傾
向
で
あ
る
も
の
の
、
農

業
者
10
万
人
当
た
り
死
亡
事
故
者

数
は
増
加
傾
向
で
す
。
年
齢
別
に

み
る
と
、
65
歳
以
上
が
そ
の
約
８

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
要
因
別
で

は
農
業
機
械
作
業
に
か
か
る
事
故

の
割
合
が
大
き
く
、
そ
の
う
ち
乗

用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
死
亡
事

故
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

①
安
全
装
置
が
整
備
さ
れ
た
農
業

機
械
を
導
入
す
る

　
安
全
装
置
の
整
備
に
よ
り
、
農

業
機
械
の
安
全
性
は
格
段
に
向
上

し
て
い
ま
す
。
救
命
効
果
の
高
い

安
全
キ
ャ
ブ
や
フ
レ
ー
ム
が
付
い

て
い
る
ト
ラ
ク
タ
ー
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
（
安
全
フ
レ
ー
ム
は
倒
さ

ず
に
使
い
ま
し
ょ
う
）。
農
機
に

よ
る
交
通
事
故
に
お
い
て
も
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
有
無
に
よ

り
死
傷
状
況
が
大
き
く
異
な
り
ま

す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
機
運

転
中
は
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
に
も
努
め
ま
し
ょ
う
。

②
農
業
機
械
の
管
理
・
利
用
を
適

切
に
行
う

　
機
械
自
体
の
安
全
性
能
が
優
れ

て
い
て
も
、
日
頃
の
点
検
や
管
理

が
不
十
分
で
は
思
わ
ぬ
故
障
が
発

生
し
、
事
故
や
万
が
一
の
場
合
に

は
安
全
装
置
が
機
能
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
日
常
的
な
点
検
に

加
え
、
定
期
的
な
整
備
を
確
実
に

行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
高
齢
の
方
は
、
心
身
機
能
の
衰

え
を
十
分
意
識
し
て
農
作
業
に

取
り
組
む

　
高
齢
に
な
る
と
、
視
力
、
平
衡

感
覚
、
と
っ
さ
の
判
断
力
な
ど
の

心
身
機
能
が
低
下
す
る
た
め
、
事

故
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

高
齢
の
方
は
自
ら
の
体
力
が
若
い

頃
と
は
違
う
こ
と
を
十
分
に
自
覚

し
た
上
で
、
余
裕
を
も
っ
た
作
業

を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

④
安
全
な
農
作
業
に
必
要
な
知

識
・
技
術
を
習
得
す
る

　
農
作
業
安
全
に
つ
い
て
の
詳
し

い
情
報
は
、
農
林
水
産
省
や
農
作

業
安
全
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
な
作
業
に
必
要
な
基
本
的
知

識
や
技
術
を
修
得
し
、
高
い
安
全

意
識
の
も
と
で
実
践
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
毎
年
約
30
人
の
方
が
農
作
業
中

の
熱
中
症
に
よ
り
死
亡
し
て
い
ま

す
。
作
業
前
・
作
業
中
に
は
水
分

を
補
給
し
、
こ
ま
め
な
休
憩
を
と

り
ま
し
ょ
う
。
作
業
は
２
人
以
上

で
行
い
、
時
間
を
決
め
て
水
分
・

塩
分
補
給
の
声
掛
け
を
行
う
な

ど
、
定
期
的
に
異
常
が
な
い
か
確

認
し
合
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
朝
倉
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
水
田
農
業
係
）

お
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
６
ー
２
２
ー
２
５
５
１

１
　
農
作
業
事
故
の
状
況

３
　
熱
中
症
対
策

２
　
農
作
業
安
全
に
向
け
た
対
策

詳
し
く
は
、
各
営
農
セ
ン
タ
ー

　
　
　  

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い

水
稲
の
管
理
に
つ
い
て

大
豆
の
中
間
管
理
に
つ
い
て

農業者10万人当たり死亡事故者数の推移
14
12
10
8
6
4
2
0

（人）

H 
24
年

H 
25
年

H 
26
年

H 
27
年

H 
28
年

H 
29
年

H 
30
年

R 元
年

R 2
年

R 3
年

8.88.8 9.19.1 9.59.5 9.99.9 9.89.8 10.110.1 9.59.5 10.210.2 10.810.8 10.510.5

10Vol.352



商品のお問い合わせは、最寄りの営農センター・支店経済まで

今
月
の

オ
ス
ス
メ
商
品

各営農センターで

農家応援セール開催します！！
8/19(土)・20(日)開催日 8：30～16：00時間

イー・グリーン
e･green12・14・10 (20㎏)
通常価格2,770円（税込）
セール価格

2,600円（税込）
ｅ・野菜ペレット030 (20㎏)
通常価格2,365円（税込）
セール価格

2,180円（税込）

手延そうめん

店頭価格
250ｇ×16袋入り

3,840円（税込）

みかん畑から
ジュースになりました。

店頭価格
200ml×24本入り

2,446円（税込）

当日は組合員以外でも
セール価格で

購入いただけます！

重松 汰一

東部営農センター
営農渉外担当

後藤 翔

東部営農センター
営農渉外担当

暑い夏にいかがですか？
営農センター、支店経済では麺類、
ジュースも購入いただけます！

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

家
庭
菜
園

キ
ャ
ベ
ツ

病
害
虫
の
予
防
を
万
全
に 園

芸
研
究
家

成
松
次
郎

月
中
旬
に
種
ま
き
し
１
２
０
〜
１
５
０
日

で
収
穫
で
き
ま
す
。

苗
作
り
　
少
量
の
苗
を
作
る
に
は
7.5
〜

９
㎝
の
ポ
リ
ポ
ッ
ト
を
使
う
の
が
便
利
で

す
。１
ポ
ッ
ト
当
た
り
３
〜
４
粒
ま
き
、本

葉
２
〜
３
枚
で
１
株
に
な
る
よ
う
間
引

き
ま
す
。苗
作
り
の
期
間
は
30
日
程
度

で
、寒
冷
し
ゃ
な
ど
で
害
虫
の
飛
来
を
遮

断
し
ま
す（
図
１
）。

畑
の
準
備
　
畑
１
平
方
ｍ
当
た
り
苦
土

石
灰
１
０
０
ｇ
程
度
を
ま
き
、よ
く
耕
し

ま
す
。畝
幅
70
〜
80
㎝
、深
さ
20
㎝
の
溝

を
掘
り
、こ
の
溝
１
ｍ
当
た
り
堆
肥
１
㎏

と
化
成
肥
料（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
で
10
％
）

１
０
０
ｇ
を
施
し
、土
と
よ
く
混
ぜ
て
畝

を
立
て
ま
す（
図
２
）。

植
え
付
け
　
本
葉
５
〜
６
枚
の
頃
、株
間

40
㎝
程
度
に
植
え
付
け
ま
す
。こ
の
と

き
、植
え
穴
を
掘
り
、穴
に
十
分
水
や
り

し
て
、活
着
を
ス
ム
ー
ズ
に
さ
せ
ま
す

（
図
３
）。

追
肥
　
本
葉
10
枚
の
頃
、株
の
周
り
に
化

成
肥
料
を
１
株
当
た
り
10
ｇ
く
ら
い
ま

い
て
、株
元
に
土
寄
せ
し
ま
す
。２
回
目
は

そ
の
20
日
後
に
同
量
を
畝
の
両
側
に
ま

き
、土
寄
せ
を
し
ま
す
。

病
害
虫
の
防
除
　
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、コ
ナ

ガ
、ア
ブ
ラ
ム
シ
が
多
い
の
で
、オ
ル
ト
ラ

ン
水
和
剤
な
ど
で
駆
除
し
ま
す
が
、生
育

初
期
は
ネ
ッ
ト
栽
培
で
予
防
し
ま
し
ょ

う
。葉
先
に
く
さ
び
状
の
病
班
を
示
す
黒

腐
病
に
は
Ｚ
ボ
ル
ド
ー
な
ど
で
予
防
し

ま
す
。

収
穫
　
球
が
肥
大
し
、や
や
堅
く
締
ま
っ

て
く
れ
ば
収
穫
期
で
す
。

　
キ
ャ
ベ
ツ
は
冷
涼
な
気
候
を
好
み
、生

育
適
温
は
20
度
前
後
で
す
が
、初
期
は

高
温
や
低
温
に
強
い
野
菜
で
す
。一
般
地

で
は
夏
ま
き
秋
冬
取
り
が
最
も
作
り
や

す
い
時
期
で
す
。

品
種

サ
ラ
ダ
、煮
物
な
ど
に
万
能
の
品

種
が
主
流
で
、病
気
に
強
い
品
種
を
選
び

ま
し
ょ
う
。秋
取
り
に
適
し
た
早
生
品
種

の「
初
秋
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
新
藍
」（
サ

カ
タ
の
タ
ネ
）は
葉
が
柔
ら
か
い
良
食
味

品
種
で
す
。冬
取
り
に
は
中
晩
生
種
で
甘

味
の
あ
る「
彩
音
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
冬

藍
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）も
お
薦
め
で
す
。

栽
培
期
間
　
一
般
地
で
は
、早
生
種
は
７

月
上
旬
〜
下
旬
に
種
ま
き
し
種
ま
き
後

90
日
程
度
、中
晩
生
種
は
７
月
下
旬
〜
８

管
内
で
は
８
月
上
旬
か
ら
９
月
上

旬
に
種
ま
き
を
し
ま
し
ょ
う
！

化
成
肥
料
の
部
分
はJA

イ
チ
押

し
！
の「
ｅ
・ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
12
・
14
・

10
」を
施
肥
す
る
場
合
、

化
成
肥
料
１
０
０
ｇ
に
は「
ｅ
・ｇ
ｒ

ｅ
ｅ
ｎ
12
・
14
・
10
」●
●
ｇ
。

化
成
肥
料
50
ｇ
に
は「
ｅ
・ｇ
ｒ
ｅ
ｅ

ｎ
12
・
14
・
10
」●
●
ｇ
を
施
肥
し
て

く
だ
さ
い
。

三輪支店経済
営農渉外担当
山下 智弘

化
成
肥
料
の
部
分
は
オ
ス
ス
メ
の「
ｅ
・ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
12
・
14
・

10
」を
施
肥
す
る
場
合
、化
成

肥
料
１
０
０
ｇ
に
は
●
●
ｇ
。

化
成
肥
料
50
ｇ
に
は
●
●
ｇ

を
施
肥
し
て
く
だ
さ
い
。

畑の準備

営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
稲
・
大
豆
の
中
間
管
理

農
作
業
安
全
に
向
け
た
対
策

　
出
穂
前
後
の
約
10
日
間
は
、最
も

水
が
必
要
な
時
期
で
す
。そ
の
後
、

湛
水
状
態
が
続
く
と
根
傷
み
の
原

因
と
な
り
ま
す
。落
水
ま
で
に
根
を

傷
つ
け
な
い
よ
う
に
、穂
揃
い
期
以

降
は
間
断
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。次
に
、落
水
は
出
穂
か
ら
30
〜

35
日
後
が
基
本
で
す
。早
期
落
水
は

登
熟
不
良
、い
も
ち
病
の
助
長
と
な

り
ま
す
の
で
、落
水
は
７
〜
10
日
前

を
目
安
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
台
風
対
策
で
す
が
、風
に

よ
る「
し
お
れ
」を
防
ぐ
た
め
、風
が

吹
く
前
か
ら
通
過
後
２
〜
３
日
間

は
深
水
に
し
、そ
の
後
、水
の
入
れ

替
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

水
稲
カ
メ
ム
シ
、ウ
ン
カ
対
策

　
斑
点
米
の
原
因
と
な
る
カ
メ
ム

シ
は
、普
段
は
休
耕
田
や
雑
草
の
多

い
場
所
に
い
ま
す
。圃
場
内
で
の
発

生
を
抑
え
る
た
め
に
、圃
場
周
囲
の

草
刈
を
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

出
穂
始
期
か
ら
約
１
カ
月
の
乳
熟

期
に
最
も
被
害
が
大
き
く
な
り
ま

す
。十
分
に
圃
場
を
確
認
し
、カ
メ

ム
シ
や
ウ
ン
カ
を
見
か
け
た
場
合

は
水
稲
暦
を
参
考
に
し
、速
や
か
に

防
除
し
て
く
だ
さ
い
。カ
メ
ム
シ
多

発
圃
場
で
は
２
回
目
の
防
除
も
必

要
で
す（
１
回
目
の
散
布
後
７
〜
10

日
後
）。

　
８
月
下
旬
頃
に
、大
豆
が
開
花
期

を
迎
え
ま
す
。水
利
調
整
が
で
き
る

地
域
で
、乾
燥
害
が
予
想
さ
れ
る
よ

う
な
圃
場
で
は
次
の
よ
う
に
畝
間

潅
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
実
施
方
法
は
、圃
場
に
溝
を
切
っ

た
状
態
に
し
、さ
ら
に
暗
渠
排
水
の

栓
を
閉
め
て
短
時
間
で
圃
場
全
体

に
水
が
行
き
渡
っ
た
ら
す
ぐ
に
水

を
止
め
、
素
早
く
落
水
を
行
い
ま

す
。長
時
間
の
湛
水
は
根
腐
れ
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

　
次
に
大
豆
の
防
除
で
す
が
、１
回

目
の
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
防
除
は
発
生

消
長
に
合
わ
せ
て
適
期
に
行
い
ま

し
ょ
う
。さ
ら
に
９
月
中
下
旬
頃
に
、

カ
メ
ム
シ
・
紫
斑
病
の
防
除
を
必
ず

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
薬
剤
に
つ
い
て
は
、大
豆
暦
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

農畜産課
係長 林 明生

　
農
作
業
に
伴
う
死
亡
事
故
は
近

年
減
少
傾
向
で
あ
る
も
の
の
、
農

業
者
10
万
人
当
た
り
死
亡
事
故
者

数
は
増
加
傾
向
で
す
。
年
齢
別
に

み
る
と
、
65
歳
以
上
が
そ
の
約
８

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
要
因
別
で

は
農
業
機
械
作
業
に
か
か
る
事
故

の
割
合
が
大
き
く
、
そ
の
う
ち
乗

用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
死
亡
事

故
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

①
安
全
装
置
が
整
備
さ
れ
た
農
業

機
械
を
導
入
す
る

　
安
全
装
置
の
整
備
に
よ
り
、
農

業
機
械
の
安
全
性
は
格
段
に
向
上

し
て
い
ま
す
。
救
命
効
果
の
高
い

安
全
キ
ャ
ブ
や
フ
レ
ー
ム
が
付
い

て
い
る
ト
ラ
ク
タ
ー
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
（
安
全
フ
レ
ー
ム
は
倒
さ

ず
に
使
い
ま
し
ょ
う
）。
農
機
に

よ
る
交
通
事
故
に
お
い
て
も
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
有
無
に
よ

り
死
傷
状
況
が
大
き
く
異
な
り
ま

す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
機
運

転
中
は
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
に
も
努
め
ま
し
ょ
う
。

②
農
業
機
械
の
管
理
・
利
用
を
適

切
に
行
う

　
機
械
自
体
の
安
全
性
能
が
優
れ

て
い
て
も
、
日
頃
の
点
検
や
管
理

が
不
十
分
で
は
思
わ
ぬ
故
障
が
発

生
し
、
事
故
や
万
が
一
の
場
合
に

は
安
全
装
置
が
機
能
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
日
常
的
な
点
検
に

加
え
、
定
期
的
な
整
備
を
確
実
に

行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
高
齢
の
方
は
、
心
身
機
能
の
衰

え
を
十
分
意
識
し
て
農
作
業
に

取
り
組
む

　
高
齢
に
な
る
と
、
視
力
、
平
衡

感
覚
、
と
っ
さ
の
判
断
力
な
ど
の

心
身
機
能
が
低
下
す
る
た
め
、
事

故
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

高
齢
の
方
は
自
ら
の
体
力
が
若
い

頃
と
は
違
う
こ
と
を
十
分
に
自
覚

し
た
上
で
、
余
裕
を
も
っ
た
作
業

を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

④
安
全
な
農
作
業
に
必
要
な
知

識
・
技
術
を
習
得
す
る

　
農
作
業
安
全
に
つ
い
て
の
詳
し

い
情
報
は
、
農
林
水
産
省
や
農
作

業
安
全
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
な
作
業
に
必
要
な
基
本
的
知

識
や
技
術
を
修
得
し
、
高
い
安
全

意
識
の
も
と
で
実
践
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
毎
年
約
30
人
の
方
が
農
作
業
中

の
熱
中
症
に
よ
り
死
亡
し
て
い
ま

す
。
作
業
前
・
作
業
中
に
は
水
分

を
補
給
し
、
こ
ま
め
な
休
憩
を
と

り
ま
し
ょ
う
。
作
業
は
２
人
以
上

で
行
い
、
時
間
を
決
め
て
水
分
・

塩
分
補
給
の
声
掛
け
を
行
う
な

ど
、
定
期
的
に
異
常
が
な
い
か
確

認
し
合
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
朝
倉
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
水
田
農
業
係
）

お
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
６
ー
２
２
ー
２
５
５
１

１
　
農
作
業
事
故
の
状
況

３
　
熱
中
症
対
策

２
　
農
作
業
安
全
に
向
け
た
対
策

詳
し
く
は
、
各
営
農
セ
ン
タ
ー

　
　
　  

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い

水
稲
の
管
理
に
つ
い
て

大
豆
の
中
間
管
理
に
つ
い
て

農業者10万人当たり死亡事故者数の推移
14
12
10
8
6
4
2
0

（人）

H 
24
年

H 
25
年

H 
26
年

H 
27
年

H 
28
年

H 
29
年

H 
30
年

R 元
年

R 2
年

R 3
年

8.88.8 9.19.1 9.59.5 9.99.9 9.89.8 10.110.1 9.59.5 10.210.2 10.810.8 10.510.5
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②
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⑦
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京
都
の
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で
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も

よ
く
知
ら
れ
た
形
の
送
り
火

②
エ
ビ
ネ
も
カ
ト
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要
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の
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号
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Ｋ

④
ど
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ド
レ
ッ
シ
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グ
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よ
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な

⑥
骨
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り
を
す
る
細
長
い
魚

⑨
イ
タ
リ
ア
の
現
在
の
通
貨
単
位

⑩
山
の
頂
上
と
麓
の
間

⑪
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す

⑬
突
破
し
て
決
勝
に
進
み
ま
す

⑭
夕
空
に
輝
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│
の
明
星

⑯
歌
謡
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で
一
番
盛
り
上
が
る
部

分
の
こ
と

梨とクルミのパウンドケーキ

梨

【梨パワー】風邪予防！
梨は日本で栽培される果物の中でも歴史が古く、弥生時
代にはすでに食べられていたと考えられます。日本書紀
には桑や栗などと共に梨の栽培をすすめる記述がみら
れます。梨は水分と食物繊維が多く、ソルビトールを含ん
でいます。喉を潤し、炎症をやわらげる作用が期待できま
す。風邪や扁桃炎などでのどが痛む時、咳が出る時に効
果があります。梨はたんぱく質を分解する消化酵素を含
んでいます。調理に使えば肉をやわらかくする効果、食後
に食べると消化を助ける役割があります。

二重枠に入った文字を、Ａ→Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

■A ■B ■C ■D ■E

応募締切日…令和5年8月28日月（当日消印有効）

※先月号は58人の応募がありました。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E ★清子さん
★手嶋洋子さん
★じゅんちゃんさん

★あじさいさん
★ひゅうなさんヒ ヤ ケ ド メ

レシピ：野菜ソムリエ上級プロ　久保ゆりか

【材料】 18cmパウンドケーキ型 １個分
　梨 １玉（約250g）、クルミ 30g（ローストしたもの）
　バター 80g、砂糖 80g、卵 １個
A:薄力粉 120g、ベーキングパウダー 小さじ１

【作り方】
1梨は１cm程度に角切りし、耐熱容器に入れ、砂糖10g
を混ぜる。ふんわりラップをし、600Wの電子レンジ
で2分加熱する。

2ボウルに常温に戻したバターをなめらかになるまで
混ぜ、砂糖70gを加えて混ぜ合わせる。溶き卵を加え
て混ぜ、刻んだクルミ、ふるったA、粗熱をとった1
を加え、混ぜ合わせる。

3パウンド型に2を流し入れる。予熱した180℃オーブ
ンで約40分焼く。

回
の
大
雨
で
、
柿
畑
が
土
石
・

土
砂
で
や
ら
れ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

し
か
し
家
屋
が
被
災
さ
れ
た
方
を

思
う
と
胸
が
痛
み
ま
す
。

（
朝
倉
市
ハ
キ
ば
あ
ば
67
歳
）

年
の
大
雨
で
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。（

朝
倉
市
フ
ァ
ッ
ト
ボ
ー
イ
61
歳
）

日
の
大
雨
で
悲
し
い
災
害
が
起

こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
や
っ

と
復
旧
で
き
る
と
喜
ん
で
い
た
の

に
、
自
然
の
力
と
い
っ
て
も
私
た

ち
に
は
無
力
な
の
で
し
ょ
う
か
。

早
い
復
旧
と
皆
さ
ま
の
健
康
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

（
筑
前
町
な
っ
ち
ゃ
ん
マ
マ
73
歳
）

ュ
ー
ス
を
見
て
被
害
を
受
け
た

方
々
へ
お
見
舞
い
の
言
葉
だ
け

で
は
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
す
。

（
筑
前
町
ヒ
ロ
ヤ
ン
29
歳
）

雨
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
猛

暑
の
中
た
く
さ
ん
の
心
配
事
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
お
元
気
で
お

過
ご
し
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
朝
倉
市
ひ
ま
わ
り
さ
ん
64
歳
）

他
に
も
、
多
く
の
読
者
の
皆
さ
ま
か

ら
７
月
上
旬
の
大
雨
へ
の
お
便
り
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今先大 今ニ

も
写
真
を
撮
る
の
が
好
き
な
の

で
「
高
校
生
写
真
館
」
は
良
か
っ

た
で
す
。
特
に
夕
焼
け
は
私
も
た

く
さ
ん
撮
っ
て
い
ま
す
。

（
朝
倉
市
オ
レ
ン
ジ
68
歳
）

高
校
生
目
線
の
写
真
は
素
敵

で
す
よ
ね
。
オ
レ
ン
ジ
さ
ん

の
写
真
も
見
て
み
た
い
で
す
♪

植
え
が
終
わ
っ
た
ら
、
今
度
は

大
豆
播
種
。
農
家
は
休
み
が
な

い
で
す…

と
言
っ
て
も
体
調
不
良

の
た
め
、
今
年
か
ら
は
人
に
任
せ

て
い
る
の
で
す
が
、
や
は
り
百
姓

の
血
が
騒
ぎ
ま
す
。

（
筑
前
町
ｓ
ｈ
ｉ
ｇ
ｅ
64
歳
）

体
調
は
大
丈
夫
で
す
か
？
気

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

で
も
今
は
騒
ぐ
血
を
我
慢
し
て
、

ゆ
っ
く
り
休
ん
で
く
だ
さ
い
。

倉
の
果
物
が
大
好
き
で
す
。先

日
、Ｒ
Ｋ
Ｂ
ラ
ジ
オ
で
中
央
選

果
場
売
店
の
こ
と
を
聴
き
、そ
の

日
に
行
っ
た
ら
、た
く
さ
ん
の
方

が
買
い
に
来
ら
れ
て
い
て
私
で

ち
ょ
う
ど
桃
が
売
り
切
れ
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。皆
さ
ん
ラ
ジ

オ
を
聴
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の

か
し
ら
♥（

朝
倉
市
か
ち
ゃ
こ
57
歳
）

朝
倉
の
果
物
、
私
も
大
好
き

で
す
♥
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
ご

来
店
い
た
だ
き
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
。

ぁ
ー
む
」
に
は
知
っ
て
い
る
方

が
載
っ
て
い
る
の
で
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
中
央
選
果
場
売
店

に
も
よ
く
買
い
に
行
っ
て
い
ま

す
！

（
朝
倉
市
じ
い
じ
66
歳
）

知
人
が
載
っ
て
い
る
と
う
れ

し
く
な
り
ま
す
よ
ね
。売
店

の
ご
利
用
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、売

店
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
！

ど
も
た
ち
は
楽
し
い
夏
休
み
が

始
ま
り
ま
す
ね
。孫
を
預
か
る

こ
と
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。お
昼

ご
は
ん
の
献
立
を
思
う
と
不
安
で

す
。旬
の
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ

て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。と
く
に

夏
バ
テ
に
も
い
い
ト
マ
ト
の
レ
シ

ピ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

（
朝
倉
市
清
子
72
歳
）

私
も
子
ど
も
三
人
の
お
昼
ご

飯
の
メ
ニ
ュ
ー
で
頭
を
抱
え

て
い
ま
す
。「
ふ
ぁ
ー
む
」
５
、
６
、

７
月
号
に
ト
マ
ト
を
使
っ
た
レ
シ

ピ
を
掲
載
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

田

▲甘木祇園山笠
　(朝倉市･7月15日）

▲ファッションフェスタ
　(朝倉市･7月15～16日）

私

「
ふ子

▲秋月支店・大学生アグリスクール
　(朝倉市・6月10日)

今
回
の
大
雨
は
６
年
前
の
九
州
北
部

豪
雨
を
思
い
出
し
ま
し
た
。被
災
さ

れ
た
方
の
一
日
で
も
早
い
復
興
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。　（
田
中
）

あ
と
が
き

朝

12Vol.352



■
タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

■

②
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
と
も
い
い
ま
す

⑤
法
や
ル
ー
ル
な
ど
に
背
く
こ
と

⑦
イ
タ
リ
ア
の
１
つ
前
の
通
貨
単

位
⑧「
あ
か
つ
き
」や「
白
鳳
」な
ど
の

品
種
が
あ
り
ま
す

⑨
日
暮
れ
頃
に
ザ
ー
ッ
と
降
り
ま

す
⑪
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
本
拠
地
は

東
京

│
で
す

⑫
植
物
に
水
や
り
を
す
る
と
き
に

使
う
道
具

⑭
陰（
い
ん
）の
反
対
語

⑮
毎
度
、バ
カ
バ
カ
し
い
お
笑
い
を

一
│

⑯
紙
幣
や
貨
幣
を
入
れ
ま
す

⑰
カ
レ
ン
ダ
ー
に「
Ｆ
Ｒ
Ｉ
」と
書

か
れ
て
い
る
こ
と
も

①
京
都
の
五
山
送
り
火
で
、最
も

よ
く
知
ら
れ
た
形
の
送
り
火

②
エ
ビ
ネ
も
カ
ト
レ
ア
も
こ
の
花

の
仲
間

③
肥
料
の
３
要
素
の
１
つ
。元
素

記
号
は
Ｋ

④
ど
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
食
べ
よ
う

か
な

⑥
骨
切
り
を
す
る
細
長
い
魚

⑨
イ
タ
リ
ア
の
現
在
の
通
貨
単
位

⑩
山
の
頂
上
と
麓
の
間

⑪
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す

⑬
突
破
し
て
決
勝
に
進
み
ま
す

⑭
夕
空
に
輝
く

│
の
明
星

⑯
歌
謡
曲
で
一
番
盛
り
上
が
る
部

分
の
こ
と

梨とクルミのパウンドケーキ

梨

【梨パワー】風邪予防！
梨は日本で栽培される果物の中でも歴史が古く、弥生時
代にはすでに食べられていたと考えられます。日本書紀
には桑や栗などと共に梨の栽培をすすめる記述がみら
れます。梨は水分と食物繊維が多く、ソルビトールを含ん
でいます。喉を潤し、炎症をやわらげる作用が期待できま
す。風邪や扁桃炎などでのどが痛む時、咳が出る時に効
果があります。梨はたんぱく質を分解する消化酵素を含
んでいます。調理に使えば肉をやわらかくする効果、食後
に食べると消化を助ける役割があります。

二重枠に入った文字を、Ａ→Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

■A ■B ■C ■D ■E

応募締切日…令和5年8月28日月（当日消印有効）

※先月号は58人の応募がありました。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E ★清子さん
★手嶋洋子さん
★じゅんちゃんさん

★あじさいさん
★ひゅうなさんヒ ヤ ケ ド メ

レシピ：野菜ソムリエ上級プロ　久保ゆりか

【材料】 18cmパウンドケーキ型 １個分
　梨 １玉（約250g）、クルミ 30g（ローストしたもの）
　バター 80g、砂糖 80g、卵 １個
A:薄力粉 120g、ベーキングパウダー 小さじ１

【作り方】
1梨は１cm程度に角切りし、耐熱容器に入れ、砂糖10g
を混ぜる。ふんわりラップをし、600Wの電子レンジ
で2分加熱する。

2ボウルに常温に戻したバターをなめらかになるまで
混ぜ、砂糖70gを加えて混ぜ合わせる。溶き卵を加え
て混ぜ、刻んだクルミ、ふるったA、粗熱をとった1
を加え、混ぜ合わせる。

3パウンド型に2を流し入れる。予熱した180℃オーブ
ンで約40分焼く。

回
の
大
雨
で
、
柿
畑
が
土
石
・

土
砂
で
や
ら
れ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

し
か
し
家
屋
が
被
災
さ
れ
た
方
を

思
う
と
胸
が
痛
み
ま
す
。

（
朝
倉
市
ハ
キ
ば
あ
ば
67
歳
）

年
の
大
雨
で
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。（

朝
倉
市
フ
ァ
ッ
ト
ボ
ー
イ
61
歳
）

日
の
大
雨
で
悲
し
い
災
害
が
起

こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
や
っ

と
復
旧
で
き
る
と
喜
ん
で
い
た
の

に
、
自
然
の
力
と
い
っ
て
も
私
た

ち
に
は
無
力
な
の
で
し
ょ
う
か
。

早
い
復
旧
と
皆
さ
ま
の
健
康
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

（
筑
前
町
な
っ
ち
ゃ
ん
マ
マ
73
歳
）

ュ
ー
ス
を
見
て
被
害
を
受
け
た

方
々
へ
お
見
舞
い
の
言
葉
だ
け

で
は
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
す
。

（
筑
前
町
ヒ
ロ
ヤ
ン
29
歳
）

雨
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
猛

暑
の
中
た
く
さ
ん
の
心
配
事
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
お
元
気
で
お

過
ご
し
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
朝
倉
市
ひ
ま
わ
り
さ
ん
64
歳
）

他
に
も
、
多
く
の
読
者
の
皆
さ
ま
か

ら
７
月
上
旬
の
大
雨
へ
の
お
便
り
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今先大 今ニ

も
写
真
を
撮
る
の
が
好
き
な
の

で
「
高
校
生
写
真
館
」
は
良
か
っ

た
で
す
。
特
に
夕
焼
け
は
私
も
た

く
さ
ん
撮
っ
て
い
ま
す
。

（
朝
倉
市
オ
レ
ン
ジ
68
歳
）

高
校
生
目
線
の
写
真
は
素
敵

で
す
よ
ね
。
オ
レ
ン
ジ
さ
ん

の
写
真
も
見
て
み
た
い
で
す
♪

植
え
が
終
わ
っ
た
ら
、
今
度
は

大
豆
播
種
。
農
家
は
休
み
が
な

い
で
す…

と
言
っ
て
も
体
調
不
良

の
た
め
、
今
年
か
ら
は
人
に
任
せ

て
い
る
の
で
す
が
、
や
は
り
百
姓

の
血
が
騒
ぎ
ま
す
。

（
筑
前
町
ｓ
ｈ
ｉ
ｇ
ｅ
64
歳
）

体
調
は
大
丈
夫
で
す
か
？
気

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

で
も
今
は
騒
ぐ
血
を
我
慢
し
て
、

ゆ
っ
く
り
休
ん
で
く
だ
さ
い
。

倉
の
果
物
が
大
好
き
で
す
。先

日
、Ｒ
Ｋ
Ｂ
ラ
ジ
オ
で
中
央
選

果
場
売
店
の
こ
と
を
聴
き
、そ
の

日
に
行
っ
た
ら
、た
く
さ
ん
の
方

が
買
い
に
来
ら
れ
て
い
て
私
で

ち
ょ
う
ど
桃
が
売
り
切
れ
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。皆
さ
ん
ラ
ジ

オ
を
聴
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の

か
し
ら
♥（

朝
倉
市
か
ち
ゃ
こ
57
歳
）

朝
倉
の
果
物
、
私
も
大
好
き

で
す
♥
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
ご

来
店
い
た
だ
き
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
。

ぁ
ー
む
」
に
は
知
っ
て
い
る
方

が
載
っ
て
い
る
の
で
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
中
央
選
果
場
売
店

に
も
よ
く
買
い
に
行
っ
て
い
ま

す
！

（
朝
倉
市
じ
い
じ
66
歳
）

知
人
が
載
っ
て
い
る
と
う
れ

し
く
な
り
ま
す
よ
ね
。売
店

の
ご
利
用
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、売

店
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
！

ど
も
た
ち
は
楽
し
い
夏
休
み
が

始
ま
り
ま
す
ね
。孫
を
預
か
る

こ
と
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。お
昼

ご
は
ん
の
献
立
を
思
う
と
不
安
で

す
。旬
の
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ

て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。と
く
に

夏
バ
テ
に
も
い
い
ト
マ
ト
の
レ
シ

ピ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

（
朝
倉
市
清
子
72
歳
）

私
も
子
ど
も
三
人
の
お
昼
ご

飯
の
メ
ニ
ュ
ー
で
頭
を
抱
え

て
い
ま
す
。「
ふ
ぁ
ー
む
」
５
、
６
、

７
月
号
に
ト
マ
ト
を
使
っ
た
レ
シ

ピ
を
掲
載
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

田

▲甘木祇園山笠
　(朝倉市･7月15日）

▲ファッションフェスタ
　(朝倉市･7月15～16日）

私

「
ふ子

▲秋月支店・大学生アグリスクール
　(朝倉市・6月10日)

今
回
の
大
雨
は
６
年
前
の
九
州
北
部

豪
雨
を
思
い
出
し
ま
し
た
。被
災
さ

れ
た
方
の
一
日
で
も
早
い
復
興
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。　（
田
中
）

あ
と
が
き

朝

13 Vol.352



インフォメーション

温かい麺をどうぞ！温かい麺をどうぞ！

お問い合わせ先　各支店融資窓口まで

※アレルギーがある方はお申し込み時にご相談ください
申込締切日：９月8日（金）まで

日　時

場　所

メニュー

参加費

定　員

持参品

令和５年１０月７日（土）１０：００～１３：３０　試食会含む

Ａコープあまぎ店 ２階 調理室（朝倉市一木）

５００円（材料代）

２０人（先着順）

エプロン・三角巾

※親子でも参加できます

①地産地消ピラフ　　　②野菜たっぷりポトフ
③牛乳を使ったおやつ　④栄養満点カリカリ大豆

お申し込み・お問い合わせ先　組織ふれあい課　☎0946-22-1917（熊本・椛島まで）
くまもと かばしま

参加
募集！

※事前のお申し込みをお願いします。

JA共済より新しい仕組みのお知らせです!!
定期生命共済

（逓減期間設定型）

契約日から逓減が開始する日の前日までの期間が１年以上、逓減が開始する日から共済期間の
満了日までの期間が９年以上となるよう設定する必要があるなど所定の要件があります。将来の支出のイメージ ※

仕組イメージ 

お子様の成長とともに必要な保障額は減っていきます。
幼稚園
小学校
中学校
高校
大学
生活費

小学校
中学校
高校
大学
生活費

中学校
高校
大学
生活費

高校
大学
生活費

第１共済期間 ※1 第2共済期間 ※2

万一のとき
共済金の額
450万円

30歳ご加入 45歳 70歳

＜ご契約例の場合＞
1,500万円×30％＝450万円

○第2共済期間中は、最終年度の
　共済金の額に向けて毎年所定の率で逓減します。
○最終年度の共済金の額は共済金額の30％となります。

※1 契約日から逓減開始年齢に達する日の属する共済年度の末日までの期間をいいます。
※2 逓減開始年齢に達する日の属する共済年度の翌共済年度の初日から共済期間の満了日
　　までの期間をいいます。

1 ライフステージに応じた必要な保障を準備できます。
2 お手頃な掛金でご加入いただけます。
3 逓減開始時期を任意で設定できるため、ご家庭にあわせた保障設計が可能になります。
4 所定の重度要介護状態や第１級後遺障害の状態も保障します。

共済金額：1,500万円　　共済期間：70歳満了
加入年齢：左記のとおり　逓減開始年齢：45歳
特約：生存給付特約・指定代理請求特約
払込方法：月払（口座振替）

男性
月払い

女性
月払い

加入
年齢

15歳
20歳
25歳
30歳
35歳
45歳

3,654円
3,909円
4,164円
4,494円
4,869円
5,304円

2,304円
2,424円
2,544円
2,694円
2,859円
3,039円

【令和５年４月現在】

【23401500123】

掛金例

お問い合わせ先　各支店共済窓口まで

ご契約内容によっては、ご契約後長期間または共済期間を通じて、解約・減額
したときの返れい金はまったくないか、あってもごくわずかとなる場合があり
ます。この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説
明書（契約概要）」「重要事項説明書（注意喚起情報）」を必ずご覧ください。

農との共生を育み地域と共に  Vol.40　甘木中央支店　事業紹介

お問い合わせ先　甘木中央支店　☎0946－24－0707 次回は三輪支店を紹介します。お楽しみに!

　甘木中央支店では、利用者の皆
さまに気持ち良く来店していただけ
るように、支店入口、ＡＴＭ横の花
壇の手入れをしています。季節に応
じた花や野菜を植え、支店全体で
美化活動に取り組んでいます。

支店協同活動１

“みんなの笑顔があふれる支店でありたい”“みんなの笑顔があふれる支店でありたい”“みんなの笑顔があふれる支店でありたい”“みんなの笑顔があふれる支店でありたい”“みんなの“みんなの笑顔があふれる支店でありたい”“みんなの“みんなの“みんなの“みんなの“みんなの“みんなの笑顔があふれる支店でありたい”笑顔“みんなの笑顔があふれる支店でありたい”笑顔笑顔“みんなの笑顔があふれる支店でありたい”があふれる“みんなの笑顔があふれる支店でありたい”があふれるがあふれる
あなたの“地域″の支店めぐりあなたの“地域″の支店めぐり

甘木中央支店甘木中央支店花壇花壇

子どもたちに食と農の大切さを伝えるため、福田小学校ではさつまいもの作付け・収穫体験、
馬田小学校では、もち米の作付け・収穫体験を各校の先生方と連携して行っています。

職員紹介２

支店長　安陪 伊博
あ   べ     よしひろ

共済担当係長
長井 俊輔

貯金担当
坂本 ひより

融資担当
久保 相椋

複合渉外　本田 剛大

支店長より３

福田小学校 馬田小学校

支店長　安陪 伊博

日頃より甘木中央支店をはじめJAの事業をご利用いただきありがとうございます。甘木中央支店で
は、笑顔で明るく、組合員の皆さまに対応できるように取り組みを行っております。今後とも必要とされる
支店作りを行って参りますので、ご指導のほどよろしくお願いします。職員一同、皆さまのご来店お待ち
しております。

職員紹介

共済担当係長

複合渉外　本田 剛大

趣味はキャンプです。たき火を見な
がらのゆったりとした時間は忙しい
日 を々忘れ、自分を見つめ直すい
い機会になっています。
今まで外回りで培った経験を活か
して組合員、利用者の皆さまに誠
心誠意対応させていただきますの
で、よろしくお願い致します。

４月より夜須支店から甘木中央支
店に異動になりました。
組合員、利用者さまのお力になれ
るよう精一杯頑張ります。
お困りごとなどがありましたら何でも
声を掛けてください。

笑顔を忘れず一人一人に寄り
添いながら日々の業務に励ん
でいます。まだ窓口の業務経験
が浅いため、さまざまな事に積
極的に挑戦していきたいです。
少しでも皆さまの力になれるよう
頑張ります。よろしくお願い致し
ます。

趣味・特技はダンスです。
新入職員として今年入組し、分
からない事ばかりですが早く融
資の知識を身に付けて皆さま
のお役にたてるよう一生懸命頑
張ります。

ほん  だ    たけひろ

く     ぼ    あいり

さか もと

なが い    しゅんすけ
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インフォメーション

温かい麺をどうぞ！温かい麺をどうぞ！

お問い合わせ先　各支店融資窓口まで

※アレルギーがある方はお申し込み時にご相談ください
申込締切日：９月8日（金）まで

日　時

場　所

メニュー

参加費

定　員

持参品

令和５年１０月７日（土）１０：００～１３：３０　試食会含む

Ａコープあまぎ店 ２階 調理室（朝倉市一木）

５００円（材料代）

２０人（先着順）

エプロン・三角巾

※親子でも参加できます

①地産地消ピラフ　　　②野菜たっぷりポトフ
③牛乳を使ったおやつ　④栄養満点カリカリ大豆

お申し込み・お問い合わせ先　組織ふれあい課　☎0946-22-1917（熊本・椛島まで）
くまもと かばしま

参加
募集！

※事前のお申し込みをお願いします。

JA共済より新しい仕組みのお知らせです!!
定期生命共済

（逓減期間設定型）

契約日から逓減が開始する日の前日までの期間が１年以上、逓減が開始する日から共済期間の
満了日までの期間が９年以上となるよう設定する必要があるなど所定の要件があります。将来の支出のイメージ ※

仕組イメージ 

お子様の成長とともに必要な保障額は減っていきます。
幼稚園
小学校
中学校
高校
大学
生活費

小学校
中学校
高校
大学
生活費

中学校
高校
大学
生活費

高校
大学
生活費

第１共済期間 ※1 第2共済期間 ※2

万一のとき
共済金の額
450万円

30歳ご加入 45歳 70歳

＜ご契約例の場合＞
1,500万円×30％＝450万円

○第2共済期間中は、最終年度の
　共済金の額に向けて毎年所定の率で逓減します。
○最終年度の共済金の額は共済金額の30％となります。

※1 契約日から逓減開始年齢に達する日の属する共済年度の末日までの期間をいいます。
※2 逓減開始年齢に達する日の属する共済年度の翌共済年度の初日から共済期間の満了日
　　までの期間をいいます。

1 ライフステージに応じた必要な保障を準備できます。
2 お手頃な掛金でご加入いただけます。
3 逓減開始時期を任意で設定できるため、ご家庭にあわせた保障設計が可能になります。
4 所定の重度要介護状態や第１級後遺障害の状態も保障します。

共済金額：1,500万円　　共済期間：70歳満了
加入年齢：左記のとおり　逓減開始年齢：45歳
特約：生存給付特約・指定代理請求特約
払込方法：月払（口座振替）

男性
月払い

女性
月払い

加入
年齢

15歳
20歳
25歳
30歳
35歳
45歳

3,654円
3,909円
4,164円
4,494円
4,869円
5,304円

2,304円
2,424円
2,544円
2,694円
2,859円
3,039円

【令和５年４月現在】

【23401500123】

掛金例

お問い合わせ先　各支店共済窓口まで

ご契約内容によっては、ご契約後長期間または共済期間を通じて、解約・減額
したときの返れい金はまったくないか、あってもごくわずかとなる場合があり
ます。この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説
明書（契約概要）」「重要事項説明書（注意喚起情報）」を必ずご覧ください。

農との共生を育み地域と共に  Vol.40　甘木中央支店　事業紹介

お問い合わせ先　甘木中央支店　☎0946－24－0707 次回は三輪支店を紹介します。お楽しみに!

　甘木中央支店では、利用者の皆
さまに気持ち良く来店していただけ
るように、支店入口、ＡＴＭ横の花
壇の手入れをしています。季節に応
じた花や野菜を植え、支店全体で
美化活動に取り組んでいます。

支店協同活動１

“みんなの笑顔があふれる支店でありたい”“みんなの笑顔があふれる支店でありたい”
あなたの“地域″の支店めぐりあなたの“地域″の支店めぐり

甘木中央支店甘木中央支店花壇花壇

子どもたちに食と農の大切さを伝えるため、福田小学校ではさつまいもの作付け・収穫体験、
馬田小学校では、もち米の作付け・収穫体験を各校の先生方と連携して行っています。

職員紹介２

支店長　安陪 伊博
あ   べ     よしひろ

共済担当係長
長井 俊輔

貯金担当
坂本 ひより

融資担当
久保 相椋

複合渉外　本田 剛大

支店長より３

福田小学校 馬田小学校

日頃より甘木中央支店をはじめJAの事業をご利用いただきありがとうございます。甘木中央支店で
は、笑顔で明るく、組合員の皆さまに対応できるように取り組みを行っております。今後とも必要とされる
支店作りを行って参りますので、ご指導のほどよろしくお願いします。職員一同、皆さまのご来店お待ち
しております。

趣味はキャンプです。たき火を見な
がらのゆったりとした時間は忙しい
日 を々忘れ、自分を見つめ直すい
い機会になっています。
今まで外回りで培った経験を活か
して組合員、利用者の皆さまに誠
心誠意対応させていただきますの
で、よろしくお願い致します。

４月より夜須支店から甘木中央支
店に異動になりました。
組合員、利用者さまのお力になれ
るよう精一杯頑張ります。
お困りごとなどがありましたら何でも
声を掛けてください。

笑顔を忘れず一人一人に寄り
添いながら日々の業務に励ん
でいます。まだ窓口の業務経験
が浅いため、さまざまな事に積
極的に挑戦していきたいです。
少しでも皆さまの力になれるよう
頑張ります。よろしくお願い致し
ます。

趣味・特技はダンスです。
新入職員として今年入組し、分
からない事ばかりですが早く融
資の知識を身に付けて皆さま
のお役にたてるよう一生懸命頑
張ります。

ほん  だ    たけひろ

く     ぼ    あいり

さか もと

なが い    しゅんすけ
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甘木川で少し早い花火をした時に撮りました。通
学以外では、ほとんど行ったことがない場所で、
こんなに自然豊かなところなのだとビックリしま
した。甘木川の花火大会もあるので楽しみです。

通学途中にいた猫の写
真です。この子以外にも
たくさん猫がいて、とて
も癒されました。普段、
近所に猫がいないので
少しうらやましかったで
す。触ろうとしたら近づ
いてきてくれて、人懐っ
こくて地域の方々に可愛
がられているのだなと
思いました。

組合員皆さまの住所・氏名・資格等に変更が生じた場合には、最寄りの支店で手続きが必要となります。
お手続きの際には、支店にご相談のうえ、ご来店いただきますようお願いいたします。

（令和 5年 6月 30日現在）

（正）7,823人
（准）7,138人

1,644億 3千万円
181億 7千万円
1,300万ポイント
17億 7千万円
13億 4千万円
37億 1千万円

令
和
５
年
６
月
28
日
の
令
和
５
年
度
第
３
回
定

例
理
事
会
で
、次
の
事
項
が
慎
重
に
審
議
さ
れ

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
　
令
和
５
年
度
理
事
報
酬
の
支
給

額
・
支
給
方
法
に
つ
い
て
　

第
２
号
議
案
　
令
和
５
度
借
入
金
の
最
高
限
度

に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
令
和
５
年
度
貸
付
金
利
率
の
最

高
限
度
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　
令
和
５
年
度
信
用
供
与
等
の
最

高
限
度
額
に
つ
い
て
　
　

第
５
号
議
案
　
行
政
庁
に
提
出
す
る
業
務
報
告

書
に
つ
い
て
　

①
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て
　
　
　
　
　

②
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
保
険
料
負
担
に
つ
い
て

③
令
和
５
年
度
５
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り
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肥料（20品目）・農薬（55品目）を
特別価格にてご奉仕させていただきます。
事前予約注文品、目玉商品ほか
資材を多数準備し開催致します！

農家応援セールの開催農家応援セールの開催農家応援セールの開催

※東峰（20日）、杷木・三輪（19日）については、
　予約注文引き取り対応のみ

開催日

開催時間

場　所

8月19日（土）・20日（日）
8:30～16:00
中部・西部・東部営農センター

お問い合わせ　本店資材流通課　☎0946－24－8744 または各営農センター・支店経済へ

朝倉東高校 吉田 遥斗さん

よ し だ は る と
３年 




